
全能の神よ、聖なる福音をふさわしく告げるため、わたしの心と口を清めてください。 

福音のことばによって、わたしたちが罪から清められますように。 

主日の福音 2023/9/3(No.1254) 

年間第 22 主日 (マタイ 16:21-27) 
私の十字架もきっと両手の長さより長い十字架 

 

「あなたは・・・神のことを思わず、人間のことを思っている。」（16
・23）このお叱りをペトロがイエスから受けた時、ペトロは「え？」と思
ったのではないでしょうか。ペトロは直前に、イエスに対する立派な信仰
を言い表していました。少なくとも、弟子たちの中でいちばんイエスのこ
とを理解していると思っていたはずです。  

それなのに、「主よ、とんでもないことです。そんなことがあっては
なりません。」（16・23）といさめると、叱られたのです。立派に自分の
信仰を言い表し、イエスのことをいちばん理解しているのは自分だと思っ
ていたわけですから、叱られたのは予想外のことだったでしょう。  

「神のことを思わず、人間のことを思っている。」よくよく考えたら、
ペトロが考えを巡らせたのは「人間のこと」だった。だからイエスに叱ら
れたわけです。イエスがエルサレムに行って、長老、祭司長、律法学者た
ちから多くの苦しみを受けて殺されるというのは考えたくないシナリオで
す。それはきっと私たちが同じことを打ち明けられても同じでしょう。  

ペトロはのちに、どのような形で死を迎えるかを予告されたことがあ
りました。「あなたは、若いときは、自分で帯を締めて、行きたいところ
へ行っていた。しかし、年をとると、両手を伸ばして、他の人に帯を締め
られ、行きたくないところへ連れて行かれる。」（ヨハネ 21・18）  

「行きたくないところへ連れて行かれる。」この経験を通してようや
く、人間のことを思うだけでは最後までイエスに付き従うことはできない
と悟るのです。「神のことを思わず、人間のことを思っている。」神のこ
とを思う人にならなければ、よりイエスに従うことはできません。  

その、神のことを思う最も優れた方法がイエスの次の命令です。「わ
たしについて来たい者は、自分を捨て、自分の十字架を背負って、わたし
に従いなさい。」（16・24）私たちは年齢を重ねるにつれて何かを背負う
必要が生じます。ただ、何を背負うかをよく考えなければなりません。  

自分のしたいことだけ、自分の気に合うことだけを背負うならば、そ
の人は「自分の命を救いたいと思う者」であり、結局は命を失うことにな
ります。しかし、自分に与えられた十字架を背負うならば、それは神のこ
とを思う生き方なので、最終的に命を得ることになるのです。  

しかし、神から与えられる「自分の十字架」は、なんと重く、大きな
十字架なのでしょうか。祭壇の十字架を見てください。イエスの両手より
長く、その背丈よりも長いのです。イエスの十字架がそうなのですから、
きっと私たちの十字架も同じでしょう。  

もともと「背負いたい十字架」などあるはずがありません。「この十
字架は私の背負うことのできる限度を超えている」誰もがそう思うでしょ
う。「主よ、とんでもないことです」と言いたくなります。しかしここで、
「神のことを思う」のか、「人間のことを思う」のかが問われるのです。  

次のように考えてはいかがでしょうか。私たちは自分の十字架を背負
い、苦しみを通してイエスに近づく経験も必要だということです。イエス
は必ず苦しみを通って三日目に復活すると言われたのです。私たちも苦し
みを通ってイエスに近づき、復活の栄誉に与ります。誰であれ、イエスに
従う道は、喜びと苦しみ、両面が用意されているのです。  

年間第 23 主日 (マタイ 18:15-20) 


